
　　平成 25 年２月 28 日 第 530 号創刊　昭和 44 年１月 31 日（1）

発　

行　
秋
田
市
浜
田
字
陳
ケ
原
一
五
︱
五

　
　
　
　
　

松　
　
　

寿　
　
　

会

編　

集　

三　
　

浦　
　
　
　
　

彰

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
八
二
八
︱
三
六
一
八

印　

刷　
秋
田
市
八
橋
南
二
丁
目
一
〇
︱
三
四

　
　
　
　

秋
田
協
同
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
八
二
三
︱
七
四
七
七

第530号

〜本間理事長あいさつ〜

松寿会の記念日をお祝いする

〜記念日に乾杯する〜
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祝祝
松
寿
会
の
記
念
日
　

〜受賞者の皆さん〜

　

二
月
二
十
八
日
、
松
寿
会
の
記

念
日
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
本
間
理
事
長
が
式
辞

を
述
べ
、
続
い
て
長
年
勤
続
職
員

に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
間

理
事
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
来
賓
を

代
表
し
て
工
藤
監
事
か
ら
ご
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に
受
賞
者

を
代
表
し
て
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松

寿
園
の
白
幡
健
司
主
任
技
術
員
が

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
各
施
設
で
お
祝

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
年
勤
続
表
彰
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（
敬
称
略
）
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年
勤
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松
寿
園
）

　

支
援
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井　
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子
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松
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訪
問
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事
業
所
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長�

大　
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子

（
だ
い
せ
ん
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調
理
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本
日
、
松
寿
会
の
記
念
日
の
佳

き
日
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
賜
り

受
彰
者
を
代
表
し
て
深
く
感
謝
、

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
私
は
、

だ
い
せ
ん
が
開
園
す
る
丁
度
一
年

前
の
昭
和
五
十
五
年
二
月
か
ら
勤

め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
日
ま
で
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
は
、
理
事
長
始
め
役
員

の
皆
様
、
施
設
長
、
諸
先
輩
、
同

僚
職
員
の
皆
様
、
そ
し
て
、
入
所

者
の
皆
様
の
お
陰
と
心
か
ら
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
平
成
十
八
年
豪

雪
を
上
回
る
大
雪
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
私
が
勤
務
し
た
当
時
は

今
の
よ
う
な
除
雪
用
の
車
輌
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
リ
ヤ
カ
ー
等
を

使
っ
て
排
雪
作
業
を
行
い
難
儀
し

た
こ
と
、
ま
た
松
寿
園
の
改
築
工

事
中
は
、行
事
や
通
院
の
移
送
時
、

乗
降
場
所
が
松
峰
園
の
裏
の
坂
道

で
あ
っ
た
の
で
、
雪
が
多
い
日
は

難
儀
し
た
こ
と
等
今
で
は
懐
か
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
松
峰
園
勤
務
か
ら
始
ま
り

松
涛
園
、
だ
い
せ
ん
、
松
寿
園
と

勤
務
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
技
術

員
は
入
所
者
の
皆
様
を
直
接
お
世

受
賞
者
代
表
　謝
辞



　　平成 25 年２月 28 日 第 530 号創刊　昭和 44 年１月 31 日（3）

記
念
日
の
会
食〜おいしい料理に舌鼓〜

〜すばらしい唄声に会場も盛り上がる〜

〜八日　記念日会食（松寿園、松峰園）〜

〜迫力ある踊り〜

　

松
寿
会
の
記
念
日
の
式
典
が
行

わ
れ
た
二
月
二
十
八
日
、
浅
野
梅

若
社
中
の
皆
さ
ん
が
来
園
し
、
機

能
回
復
訓
練
室
に
お
い
て
、
民
謡

や
手
踊
り
等
の
芸
能
を
披
露
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
瞼
の
母
」、「
秋
田
追

分
」、「
花
笠
音
頭
」
な
ど
数
々
の

民
謡
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
に
「
ド

ン
パ
ン
節
」
で
締
め
く
く
り
、
利

用
者
は
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

浅
野
梅
若
社
中
ご
一
行
慰
問

話
を
す
る
職
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
皆
様
が
安
全
に
ま
た
快
適
に

生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
、
施
設
及

び
設
備
の
管
理
を
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
今
後
共
ご
指
導
の
程
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て

お
礼
と
い
た
し
ま
す
。
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事　



▲
三
日　

地
域
共
生
事
業

▲
八
日　

松
寿
会
の
記
念
日
（
会

食
）

▲
二
十
日　

楽
々
民
謡
大
学

▲
二
十
八
日　

松
寿
会
の
記
念
式

典
、
浅
野
梅
若
社
中
ご
一
行
慰
問

〜地域共生事業〜 〜楽々民謡大学〜

〜書道クラブ（松寿園）〜 〜ちぎり絵製作（松涛園）〜

今
月
の
行
事・慰
問
か
ら


